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内容は　次の6項目
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はじめに





本日の内容は、古河市兵衛が1877(明治10)年から経営した足尾銅山、古河合名会社(現:古河機械金属㈱)足尾鉱業所で、

1911年12月から第10代鉱業所長に就いた小田川全之が創めた、

鉱業所運営の「安全専一」活動から学ぶことです。



・資料は小田川が創刊した『鑛夫之友』（注１）と『安全専一』（注２）を基にしている。

注１：1913年1月から約30年間にわたり発行された所内報全334冊の内、331冊。

注２：『鑛夫之友』第21号（1915年1月発行）の付録



・『鑛夫之友』により鉱業所の活動を知ることが出来た。

・今日の「産業安全運動」の源の活動が記載されていた。

・『鑛夫之友』は貴重な産業文化遺産と感じている。

発表内容

１.　　近代までの足尾銅山の概要

２.　　第10代鉱業所長　小田川全之の略歴

３.　　1911年　小田川所長就任時の鉱業所の情勢

４.　　小田川所長の鉱業所運営

・「安全専一」活動

・キャンペーンキーワード≪安全専一≫の誕生

・三つの施策

５.　　小田川全之の鉱業所運営から学ぶこと

６．　古河機械金属㈱グループの労働安全衛生施策



　




1-1　1877(明治10)年から1973(昭和48)年間の

「産銅量」・「労働者数」変動と

小田川所長在任期間

1. 1.　近代までの足尾銅山の概要






	11,277t

　1912

最大産銅量

15735t

1917

鉱毒予防工事

1895～1903

小田川所長在任

1911/12～1915/6

最大

18535人

1890

12,788人

1906

小田川、古河家に入る1890



労働争議

1907






小田川の２代前の第8代所長近藤陸三郎時の体制

（在任期間　1907年2月～1909年3月・近藤は第6代も務めた)



●　足尾鉱業所には、所長、副所長、課長、係長など700余名の所員の下に２万人余りの鉱夫が従事。

●　枢要な職位には各々専門家が採用・配置。

●　近藤所長は工部大学校（鉱山科）卒、古河家に払い下げられた工部省管轄の院内銀山と阿仁銅山に勤務した経歴の持ち主。　副所長井上公二（慶應義塾卒・次期９代所長）。

1-2　鉱業所内の体制事例　




●　主坑場の通洞坑長は工学士の小島甚太郎。

小島は1914年採鉱課として米国視察中「Safety　First」という言葉が産業界で流行していることを所長の小田川に報告した。

小島は「安全第一協会」発足時、古河鉱業代表で理事に就任。

●　庶務課長は法学士、医局長は医学士、調度課技師は林学士等。

●　古河市兵衛は、当時スペシャリストとしての高度な教育を受けたエリート達を多く起用、近代日本の知性を担った世代で構成した。

●　小田川はこれらのスタッフと共に創造的な鉱業所運営を企画し推進したと推察される。




２.　第10代鉱業所長小田川全之　略歴

1861/2　幕臣小田川彦一の長男として、小石川で生まれる。

1870 （9歳） 沼津兵学校附属小入学

1874（13） 集成舎・変則科課程修了

1875（14） 東京英語学校入学 

1877(16)　工学寮(工部大前身)入寮

1880(19） 洗礼を受け、新栄教会会員 

1883(22) 工部大学校土木学科卒

1889(28) 欧米鉱工業視察・市兵衛の命

1890(29　 明治23)　古河家に入る 

1897(36) 鉱毒予防工事担当  

1903/4　(72) 古河市兵衛　永眠

1904/11虎之助米留学に指南役で同行

1907(46)　労働争議対応

1911/12（50）～1915/6第10代所長

1912（51）大正元年　

米国鉱業技術者協会終身会員

所内各所に≪安全専一≫PL掲示

1913(52) 『鑛夫之友』　発刊 

1915(54) 『安全専一』　発刊

1915(54) 工学博士の学位を受ける

1916(55) 足尾銅山最盛期

1917(56) 「安全第一協会」で講演 

1921（60） 古河（合名）退職 

1931(70)　古河銀行清算会社監査役 

1933/6（73）　茅ヶ崎で永眠 





３.　1911年　小田川所長就任時の鉱業所の情勢




●　小田川は1911(明治44)年12月に鉱業所長に昇任。

●　社長は第３代古河虎之助、当時の鉱業所は翌年の産銅量が初めて1万トンを超え、急速に近代化を進め、大型機械や独自に開発した装置などで施設を整備、増強していた時期。

●　同年「工場法」が公布。経営者には「労働災害の防止」に関して新たな施策が求められた。

●　新たな設備増強、分業化、新規採用所員の急増する中で、無事故・無災害による銅を産出する為の鉱業所運営が強く求められていたと推定される。



４.　小田川所長の鉱業所運営






　4-1　小田川の鉱業所運営方針　

①　鉱毒事件の時に、予防工事に直接従事したこと。

②　その４年後の鉱夫による労働条件向上を求めた暴動事件では

管理職の立場で対応したこと。

③「工場法」が公布された年であった。

　環境問題や事故や災害の無い職場環境下で、産銅量を増やす「新たな運営方法」は何かを検討し、以下の組織運営を目指した。

「無事故・無災害で鉱業所に課せられた産銅量の目標を達成す為に、鉱業所長の考えていることを、良いコミュニケーションの下で所員に伝え続け、所員が目標の産銅量を達成できるよう、業務遂行力を身に付ける教育の仕組みを導入し鉱業所を運営すること」



　4-2　小田川の鉱業所運営の施策　

「安全専一」活動　３つの具体策

1 1912(大正元)年:≪安全専一≫と記した琺瑯挽きの大きな啓発看板の掲示。

　

2 1913(大正2)年5月:日本で初めてといわれている所内報『鑛夫之友』を創刊。鉱夫と経営者の意思疎通の深耕図り「安全専一」活動の重要性を継続的に伝承。



3 1915年(大正4)1月　:『鑛夫之友』第21号の付録で鉱夫全員に保安心得書『安全専一』を配布。

4-3　Safety　Firstを「安全専一」と訳出した経緯

●　小田川の活動のキーワード「安全専一」の誕生経緯

　

この３つの具体的活動に入るに対し、

「Safety　First」と言う米国で流行し始めた言葉を、



小田川の意図するところ、日本の慣習や、日本人の心になじみ易い用語、言葉は何かを熟考した。



その経過が、２つの観点から記されていた。




　その1　経営者の立場から　

　経営者の立場で収益向上、経費節減を徹底し推進する際に

「経済専一」、「節約専一」という言葉を用いていた。

●　『米国では単にセーフチー・フォルストばかりでなく、全てのことにフォルスト又はラーヂェストを付ける風ですが、私も経費の節約を唱え第一着に経済に行うことを事業上、「経済専一」又は「節約専一」と申していた』

●　『尚、田舎では昔から門口に「倹約」という札を貼っていた。このような事には亜米利加の如きは、「エコノミー・フォルスト」といふ文字が出来ました』

●　『また第一に能率の向上という場合にはエッフィンエンシー・フォルストと申します。　このようなこともあり　種々な事に対して「フォルスト」即ち「第一」を付けて「セーフチー・フォルスト」ということも　段々分かり易くなって参りました』




その２　鉱夫へのわりやすさの点　



●　『　米国の友人からの情報で、当時「Safety　First」という言葉が徐々に使われるようになってきたことを知り、我が国では「安全第一」という言葉で申しましたが、わかりにくいと思い、私は1912(大正元)年頃にそれを「安全主義」、「安全本位」という様な事で話をした　』



●　『　私は、日本語として「安全第一」というより「安全専一」の方が分かり易いので、足尾ではその頃は「安全専一」と唱え、鉱業・工業に関係する基本事項を集約し、1915(大正4)年1月「鑛夫之友」21号の付録で「安全専一」という小冊子を作り労働者全員に配布した　』




●　『　昔からよく「安全」と申します文字が付いています熟語は、我が国に致しましても　国家安全、　家内安全、　往来安全、　旅行安全、　一路安全、　航海安全とかいう文字がございます　』



●　『　身近には、安全針(セーフチー・ピン)、　安全装置(セーフチー・デヴァイス)、　安全灯(セーフチー・ランプ)、　安全弁（セーフチー・ヴルブ）というような文字の付いた名称も御座います。

之は東西を問わず、昔も今もある言葉でございます　』



●　『　米国の如く、極く簡単な手っ取り早い処の「セーフチー・フォルスト」という文字でもって、今日総ての人が了解、意味の分かるようになりましたのは誠に結構なことでございます　』




最重要施策は「無事故・無災害」と考えた　

経営者として、この職場で、今直ぐになすべきことは　

➡　経営者の意思を、事業所すべての人に、分かりやすく、目に見える形として示すことであると考え、実行した。

●　1912(大正元)≪安全専一≫と記した「琺瑯 (ほうろう)挽 (び)き啓発看板:スローガン」を、各坑口・坑内各所、全作業場、休憩場にまでも掲げた。

これは我が国最初の具体的な安全活動といわれている。

4-4　施策その1　: ≪安全専一≫掲示板の設置




[image: ]

縦約２４㎝　横約４５㎝

構内作業環境を考慮し耐酸性、耐候性のある琺瑯挽き仕上げ



4-5　施策その２　: 鉱夫と経営者の意思伝達






●さらに熟考・検討し、所長昇任から１年半後の1913年5月に所内報『鑛夫之友』を創刊、以後毎月発行した。

●内容は、経営者・現場の幹部からの一方的な通知だけではなく、鉱夫からの俳句、小論文、旅行記、合わせて日頃の想い・意見などを寄稿として吸い上げた。

この『鑛夫之友』をツールとして、経営者側と鉱夫とその家族とのコミュニケーションを図る中で、安全に努めることの重要性を訴え実行、約30年間続いた。

●『鑛夫之友』は、国内は東京・北海道・東北・九州等各帝国大学総長、政治家、事業家、鉱山関係諸学校に、海外は小田川の友人、鉱山経営関係者らにも届けられていた。





　4-5-1「鉱夫の友」構成・概要　




・発刊の辞には、すべての鉱夫の方々、またその家族にも親しんで読んでもらいたいという強い思いが込められている。

頁数遍歴　10➡16➡24➡32➡64。　最大92（246号・昭9）

「講　話」　　所長の話等　例:人の道

「達告示」　　会社の出来事・通達・人事

「訓　言」精神・心の啓発。秀吉・家康名言

「伝　記」　古河市兵衛/木村長七翁

「雑　録」　大火の状況/山神祭

「文　芸」　地元の伝説　お伽噺等

「衛　生」　伝染病　(以下毎号続く)

「忘備録」　課題季語　公募

「現　業」「私は」ﾍﾞｾﾏｰｺﾝﾍﾞｱｰ(技術紹介)

「俳　句」　(俳句欄は創刊号から続く)

●その後、新企画が続く「感想文・意見」「鉱山書:53ケ条」「読者欄」「家庭欄(子育て支援・夫婦円満)」「戦線便り」「紀行」「修養欄」文芸欄(川柳・都々逸等)　「編者欄」(編者-経営者の代弁(推測)-と読者の直接の意思交換の場として大いに活用していた)

大正2・1913年5月創刊号10頁



　4-5-2　所内報『鑛夫之友』が目指したこと







●　『鑛夫之友』の膨大な記事の内容・項目・構成等を

「事業者=経営者の意図」と「鉱夫=従業員の想い」

に関連した言葉で、マッピングとグールーピング化して

「『鑛夫之友』構成概念図」を作製、検討した。



●　するとこの概念図から、現在のＣＳＲ活動の主題である項目に通じていることに結びついた。



この図から、当時の経営者の考え方を読みとるが出来た。

社是・理念

品質確保

顧客満足

環境改善

技術開発

人材育成

地域・社会

貢献

自己啓発

鉱夫と家族

との安定生活

安心・安全

CSR活動

関連項目

『鑛夫之友』構成概念図

近代化

新技術

不安




1 　創業者古河市兵衛の決意や偉業を継続して掲載している「社是・理念」で括った項は「組織統治」の主題に通じる。

②　人口3万人の鉱山都市として必要な施設の他、道路・鉄橋整備、電気、電話、ガソリンカー等　様々な鉱山技術を転用した「地域社会貢献」で括った項は、「コミュニティへの参画とコミュニティの発展」の主題に通じる。

③　「安全・安心」、「人材育成」、「自己啓発」で括った項は「労働慣行」の主題に通じる。



4-5-3　所内報『鑛夫之友』が目指したこと・まとめ

小田川をはじめとした近代化経営を実践した歴代の鉱業所長は、所内報を通じ、従業員と地域住民というステークホルダーに対して、今日のＣＳＲ活動に通じる経営を目指していたことが推察できる。






●　年間1万トンの産銅に、約1万人の新人からベテランまでの労働者が携わっており、分業化、機械装置の高度化に対した、労働者の技術水準をある一定のレベル以上に維持する為の施策を必要とした。



●　その一環として、鉱業所の作業別に最少限守るべき基本的事項を小冊子にまとめた保安心得書『安全専一』を作り、『鑛夫之友』創刊から一年半後の第21号（1915年1月）の付録で全鉱夫に配布し、具体的手法で安全意識を高めた。



●　作業服ポケットに入る手帳サイズ。いつでも、どこでも。　　

4-5-4

図-1『鑛夫之友』構成概念図

4-6-1　施策その３　保安心得書『安全専一』発刊






●　この冊子は適宜改定されるが、各巻頭には、創刊時に小田川の意図が示された「はしがき」は、原文のまま記載されている。



●　改定時の発行責任者の副所長の言葉

『この冊子は、本当に誰でも読めばごく当たり前のことが記載されているが、これは先人の多くの犠牲と、智慧の結集であり、このことを確りと肝に銘じ実行することにより、自分の命を守り、敷いては会社の為、家族の為になる　』




    　保安心得書「安全専一」ポイント

●「坑内作業の危険性排除の心構え」を、当時、男子が家を一歩外にでれば７人の敵が居るといわれていた言葉に例えて、「地震」「雷」「火事」「親父」に、新たに鉱山独特の環境の「風」「水」及び、「自分」の3つを加えて説いている。

「地震」を落盤・崩壊、「雷」を感電、「火事」は製錬その他の火気取り扱いの不注意、「親父」は上司の指導の無視、「風」は坑内特有作業の圧搾・削岩機等取扱の不備、「水」は坑内の出水、排水等の水害からの怪我、そして最後は「自分」:これは誰の罪でもない、自分の「不注意」が原因と警告している。

すなわち外的危険要因に関する敵である「地震」から「水」までは技術力、組織力で減災させる対策を講じることも出来るが、「自分」だけは個人個人の「注意力」をもってこそのみ、減災させることが可能と強調している。





4-6-2　保安心得書『安全専一』構成概要







9.5×15.5㎝　85頁（表紙込）　➡　３回改定

①1921・大10　　②1934・昭9　　③1946・昭21

『鑛夫之友』第21号付録

1915・大正4年１月

安全専一　(共通・個別事項)







目　次

「はしがき」「注意」

総体の心得　

第一　採　鑛　

第二　製　錬　

第三　電　気

第四　機　械　

第五　土　木　

第六　運　搬　

第七　林　業　

第八　導火製造　

(全体約300条)



　「総体の心得」抜粋

・飲酒仕事は禁止

・仕事服は適切な服装で行う

・脇見、居眠り、雑談禁止

・機械の点検

・集団業務場では相互注意

・どこでも火の用心

・他業務の機械には触れるな
・異変察知時には係員に伝達

・休日 (・・)明け (・・)の (・)業務 (・・)態度 (・・)注意 (・・)『常時気を確かに、克く万事に心を配る事』
























今日の各職場の安全訓話でも語られている





 
どの項目も極当たり前で基本的な事柄：油断大敵・不断の注意





一　斧や手斧を使うときには足の端を傷つけないように注意すること

一　釘は一本でも放散らかしたままにして置いてはならぬ、新しい釘は勿論、役に立たなくなった古釘でも拾って持って帰った方がよろしい

一　梯子の上下には、梯子が倒れたり、はずれたりすることのないように気を付けること



一　最もよく気を付けなければならないのは足場である。

決して固定していない足場に上ってはならぬ

一　足場の上を歩く時は、いくら慣れて居る者でも、よく要心し、決して大膽な真似をしてはならぬ

一　すべて木材を廊下や壁などに立てかけて置いてはならぬ

4-6-3　保安心得書『安全専一』項目事例

第五　土木:土工石工の心得「大工鳶夫の心得」(抜粋)
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５.　小田川全之の鉱業所運営から学ぶこと






●　事故が起きるたびに安全活動にトップの率先垂範が重要と叫ばれ、具体的にどうあるべきかが議論されるが、なかなか汎用的で具体的な案までの議論が展開しないようである。

●　これは経営の立場では組織を維持・発展させるための基本施策である財政の健全性を推進する中で、経営層が「安全専一」活動の現状をどのように把握し、その為の施策をどのように遂行するのか、汎用的な考え方が無い点にあるのではと感じている。

●　「安全専一」を掲げ小田川の縷々紹介した鉱業所運営方策から学ぶことが多いのではないかと感じる。



　



これら小田川の鉱業所運営から、誰もが学ぶことが出来る点として以下の５点を挙げる。



1 経営者は、組織の維持・発展の為の諸施策を推進する際、安全に関する施策を品質や環境などの施策と同じく重要と位置づけていることから、「安全第一」として優先するというよりは「安全専一」の姿勢で推進する。



2 その際、事故や事件などの処理に携わった経験を有すれば、担当する組織の安全や環境等の状態が目標とするレベルに達していない状態にあれば、問題がどこにあるか、容易に気が付き、必要な諸施策を主導で適切に策定し実施する。　










③　中間管理職はSafety　First活動の職務を担当する際、上司の理解が得られる場合は目標とする職場の労働安全衛生環境の構築に力を発揮する。



④　第一線の実務職層は、事故やケガなどは

自らの不注意で起きるという意識は低い。



⑤　安全に関する施策をＣＳＲ活動の中で

上記①から④を織り込んで推進する。



●　「ゼロ災運動の継続的な推進」

(1) トップの経営姿勢

  トップ自らが　先頭に立ち、安全の重要性を唱える

(2) ライン化の徹底

管理監督者が　各作業内容に適した安全対策を取り入れ、

率先して実践する

(3) 職場における自主活動の活性化

一人ひとりが　常に安全に対する意識を持ち続けるために

小集団活動などの実践活動を積極的に推進する



久能正之※「化学経済」７月号　(2016年)　㈱化学工業日報社

※　現古河機械金属㈱足尾事業所　第35代所長



６．古河機械金属㈱グループの労働安全衛生施策






「　謝　辞　」

今回、各大学図書館の『鑛夫之友』調査に於いて、

第21号につながる、最も必要とした第12号～33号の所蔵が確認できなかった。

日光市足尾町ご在住・角田重明様からのご提供に

心より感謝いたします。
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NPOリスクセンス研究会 1

● 組織活動では事故が起きるたびに、安全活動にトップの率先垂範
が重要と叫ばれ、具体的にどうあるべきかが議論されるが、
なかなか汎用的、具体的案までの議論が展開しない。

● これは経営の立場では、組織を維持発展させる為の基本施策であ
る財政の健全性を推進する中で、経営層が「安全専一」活動の現状
をどのように把握し、その施策をどのように遂行するのか
汎用的な考え方がない点にあるのではと感じている。

安全工学シンポジウム2021

1.はじめに –目的-

➡ 足尾鉱業所(現古河機械金属(株))で鉱毒問題、労働争議を経験した

第10代所長小田川が1912年「安全専一」を掲げ全従業員の安全安心

の基盤を構築した３つの施策が今日にも有効であることの紹介です。
これは当時の所内報「鉱夫の友」30年間から読み解いたものである。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この内容を　そのまま　ゆっくりと




NPOリスクセンス研究会
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■ 概 要
1832:京都の造酒屋の次男生。 丁稚奉公を重ね
商人気質を身に付け生糸貿易で成功。

1875: 時勢を読み「鉱山業」に専念。
(43) 「山一」商標制定。
1877: 廃坑の足尾銅山を買取り再抗。
1881、84 ２大鉱脈を発見、産銅量が一気に増大。
1896～1903の鉱毒問題には、鉱夫生活の場確保
第一と操業を決意し私財・新技術を投入。道半ば
72歳で永眠(1903)。操業は次世代が継ぎ、後の
1907労働争議では虎之助社長が「鉱夫一念」で
対応。1973:閉山。開発技術は古河ｸﾞﾙｰﾌﾟで継承。

■ 古河市兵衛の経営理念
「単に金儲のみでなく山奥の寒村を「豊かな町にする」
ことが私の道楽(志し)」 この為に「最新技術」「優秀な
人材」を活用し鉱山業に専念。

２.古河市兵衛
足尾銅山の概要と経営理念

2安全工学シンポジウム2021

３.小田川全之の略歴

1861: 旧幕臣小田川彦一長男・江戸小石川生。
1874:父沼津に赴任の為 沼津兵学校附属小学校卒
1877:工部大学校(現東京大学)で土木工学を専修。
この間外人教師の影響で受洗し基督教徒になる。

1883 (22歳):同校卒。群馬県 (この時期市兵衛に知ら
れる)・東京府御用係土木業務担当。

1890・明23(29) :足尾銅山に入り土木工作課を担当
1904(43)から4年間、3代社長になる古河虎之助米国留

学時に指南役(語学堪能・工学士)で同行。
米国で流行し始めた「安全第一運動」に触れる。

1897:鉱毒予防工事、07:労働争議に対処
1911(50)～1915： 第10代所長就任、「安全専一」を

提唱、民間初の安全活動を実践。
1912:米国鉱業技術者協会・終身会員
1921:古河を退職、1933: 6/29茅ヶ崎で永眠 (72)
人柄:誠実・温厚・勤勉・実直・人の命を大切に。

➡ 発表者は小田川全之・古河市兵衛の曾孫



４.第10代鉱山所長 小田川全之の３つの施策

◆ 小田川就任の1911年頃の環境

社長は第３代古河虎之助。翌1912年産銅量が初めて1万トンを超え、
鉱夫も一万人を超えた。急速な近代化を進め最新機械の導入、独自開
発した装置などで施設整備増強の時期。
◆ 繁栄の過程の２大事件に管理職として対処
1897:第3回鉱毒予防工事:対策工事部次長・社運をかけた難工事完工。
1907:労働争議:経営者視点で社長を支える。

3NPOリスクセンス研究会 安全工学シンポジウム2021

◆ 経営者への【課題】
・外的:労働災害防止の為「工場法」公布。
・内的:機械設備増強、分業専門化等「新たな操業体制」。
➡「創業者の志」「無事故・無災害」での【鉱業所運営方策の構築】



➡ この施策は小田川が２大事件の経験を通して、

経営者の意図・方針は通達書・口頭等従来の一方的形式的方法では、

第一線の鉱夫達へ十分に伝わらないことを痛感しこの【改善策】とし

て【目で見え具体的に理解できる】【鉱夫との意見交換を出来る】

ことを熟考した仕組であった。

◆ 小田川の鉱業所運営 ◆

この時期の経営者・従業員の一体となった組織活動の最重要課題は

「組織内の意思疎通の具体的構築」であるとして独自の３つの施策

を熟考し段階的に実践した。

⑴ 1912年:安全標識板《安全専一》掲示 定期的清掃

⑵ 1913年:所 内 報『鉱夫之友』創刊 新企画等慢性化防止

⑶ 1915年:保安心得書「安全専一」発刊 操業方式変更等で改訂

4NPOリスクセンス研究会 安全工学シンポジウム2021



1917年4月「安全第一協会※」発足第一回総会の講演で
自らの思考過程を 〖二つの視点〗で述ている。

（※会頭内田嘉吉:逓信省出身：米国視察で知った「Safety First」を
「安全第一」と称して、我国産業界での普及に尽力した。

4-1 安全標語「安全専一」の誕生(1912年）
小田川が提唱した「安全専一」の検討経緯

5NPOリスクセンス研究会 安全工学シンポジウム2021

〖１〗経営者の立場 (原文-一部略)

『米国では単にセーフチー・フォルストばかりでなく、
全てのことにフォルスト又はラーヂェストを付ける風ですが、

● 私も経費の節約をとなえ第一着に経済に行うことを、事業上
「経済専一」又は 「節約専一」と申していた。



NPOリスクセンス研究会
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安全工学シンポジウム2021

〖２〗 従業員・鉱夫の立場 （原文-一部略）

『米国の友人からの情報で、当時「Safety First」という言葉が 徐々に使われ
るようになってきたことを知り、我が国では「安全第一」という言葉で申してい
たが、

そのころは兎角新しい言葉はわかりにくいので、私は 「安全主義」、
「安全本位」などと申していたが、日本語として「安全第一」というより
「安全専一」の方がわりやすいので、足尾では「安全専一」と唱えた。

（出典「安全第一」安全第一協会発行 第一巻第2号)(

6

➡「Safety First」 という言葉をそのまま訳すと「安全第一」
となるが、この〖２つの視点〗で熟考していたことに
小田川の経営姿勢が感じられる。



スローガン≪安全専一≫の四文字が
「目で見えて具体的に理解できる方策」

1912(大正元)年

4-2 ⑴ 第一の施策 : 安全標識板≪安全専一≫設置

NPOリスクセンス研究会 7安全工学シンポジウム2021

通洞坑道 入口
FURUKAWA 140 YEARS

GUIDE BOOK より

● 縦24㎝・横45㎝。
● 「真っ赤な下地」大きな「白抜き四文字」
「白線枠」付き・暗闇でもはっきり見える

● 坑道内外、全工場各所、休憩所など多数設置
● 耐久性のある琺瑯挽き鋼板・定期的清掃
➡ 我が国最初の「 安全活動の証 」



4-2 ⑵ 第一の施策 : 安全標識板≪安全専一≫設置

NPOリスクセンス研究会 8安全工学シンポジウム2021
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4-3 ⑴ 第二の施策 : 所内報「鑛夫之友」創刊(月刊）

最も必要とした方策 1913（大2）年

「最前線の鉱夫との意見交換ツ-ル」
・いつでも、どこでも読める。
・後30年間334号迄続き、改題し今日の社報へ

「講 話」 所長の訓話等、特に「人の道」

多い

「達告示」 会社の出来事・通達・人事

「訓 言」 精神・心の啓発。秀吉・家康等

名言

「伝 記」 古河市兵衛/木村長七翁

「雑 録」 大火の状況/山神祭/海外の情報

「文 芸」 地元の伝説 お伽噺等

「衛 生」 応急処置・伝染病予防(以下毎

号)

「現 業」(技術紹介)「私はﾍﾞｾﾏｰｺﾝﾍﾞｱｰ」

「俳 句」 (俳句欄は創刊号から続く)

その後、新企画が続く「感想文・意見」「鉱
山書:53ケ条」「読者欄」「家庭欄(子育て支
援・夫婦円満)」「戦線便り」「紀行」「修
養欄」文芸欄(川柳・都々逸等)
●「編者欄」➡編者は経営者の代弁者？
鉱夫からの問いへの回答、編者からの要望
などあり。

創刊号は10頁 最大94頁 今 情報誌
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「
鉱
夫
之
友
」
表
紙
の
変
遷

第87号-特集号
安全専一號
大正10年8月



4-3⑵ 小田川の施策には今日のＣＳＲ活動を先取りしていた
「鉱夫之友」30年間には、今日の【ＣＳＲの活動項目】のKWが多くが含まれていた。

NPOリスクセンス研究会
11

11安全工学シンポジウム2021

筆者作成

・ＫＷは次の２つの構成に括れた
【創業者・経営者の意図】
【鉱夫・所員の意図】
・そして8つの活動項目にも相当
①創業者理見➡【社是・理念】
②安全スローガン

➡【基本伝達事項】
③安全活動の目的・成果

➡【見える化】
④教育・育成➡【人材育成】
⑤内容充実・ﾏﾝﾈﾘ化防止

➡【第三者の意見】
⑥鉱夫・家族との一体感➡【健康】
⑦寒村の繁栄

➡【地元一体地域開発】
⑧鉱山関連技術開発

➡【環境負荷低減・技術開発】

創業者・経営者
鉱夫・所員



スローガン≪安全専一≫の「具体策」1915年1月(大４)

多種多様な労働者の技術水準を一定のレベル以上に維持する具体的施策

NPOリスクセンス研究会 12安全工学シンポジウム2021

【「鉱夫之友」第二十一号・小田川所長の言葉】
『皆様が負傷(けが)過失(あやまち)を避ける心得の箇条をしたためた「安全専一」と題する
小冊子を配布するので、皆さんの御守りとして繰り返しよく読んで、かりそめにも我が
身を守る注意を怠らぬよう、常々心がけて頂きたい』

4-4 ⑴ 第三の施策 保安心得書『安全専一』発刊

・操業体制は近代化、最新機械導入等施設整備の増強中。年間1万トンの産銅
に約1万人の新人からベテランまでの労働者が従事。
➡職種別の最少限守るべき基本的事項が「誰でも一目でわかる・ポケット版」
・『鑛夫之友』で事前に米国事例等や本書の発刊を予告をして皆が理解した頃
の第21号付録で全鉱夫に無償配布。➡「情報共有化」による安全意識の高揚策



「はしがき」朱書
「注意」(共有知識)

総体の心得
目次
①採鑛
②製錬
③電気
④機械
⑤土木
⑥運搬
⑦林業
⑧導火製造

全体構成 「総体の心得」要約
・酒気帯び仕事は禁止
・仕事服は適切な服装で
・脇見、居眠り、雑談禁止
・機械・器具の点検
・集団仕事場では相互注意
・どこでも「火の用心」
・他仕事の機械には触れるな
・異変察知時には係員に伝達
・休日前後の業務態度に注意
➡すなわち『常時、気を確か
によく万事に心を配る事』

4-4 ⑵ 保安心得書『安全専一』構成概要

NPOリスクセンス研究会 13安全工学シンポジウム2021

「総体の心得」はしがき
-小田川の言葉(抜粋)-

『安全専一』とは
読んで字の如く、諸君が日々
の仕事をする間に・・自分の身
を守り、併せて他人の身を守
り、何人も負傷過失の無いよ
うにする心得、即ち
安全ということを始終心掛け
て習慣性(ならわし)としたい
という意味であります・・・。

-7頁2000文字-

➡今日の安全ミーティング
でもよく使われている言葉

約9㎝×15㎝の手帳版
85頁 全体約300条



５. 小田川全之の鉱業所運営から学ぶ5つのポイント

① 経営者は、組織の維持・発展の為の諸施策を推進する際、安全に関する施策
を品質・環境などの施策と同じく重要と位置づけていることから、
「安全第一」として優先するというよりは「安全専一」の姿勢で推進する。

② その際事故・事件の処理に携わった経験を有すれば、担当する組織の安全や
環境等の状態が目標レベルに未達成な状態にあれば、問題点の所在に、容易
に気が付き、必要な諸施策を主導で適切に策定し実施する。

③ 中間管理職は、Safety First活動の職務を担当する際、上司の理解が得られ
る場合は 目標とする職場の労働安全衛生環境の構築に力を発揮する。

④ 第一線の実務職層は(実務に専念する為)事故やケガなどは自らの不注意で起
きるという意識は低い。

⑤ 安全に関する施策をＣＳＲ活動の中で上記①から④を織り込んで推進する。

NPOリスクセンス研究会 14安全工学シンポジウム2021

➡この小田川の100年前の三職階層の行動は、
今日の組織活動でも見られる事象である。



NPOリスクセンス研究会 15安全工学シンポジウム2021

●100年前の《安全専一》活動から築かれて
いたＣＳＲ活動の流れを汲みＰＤＣＡサイ
クルを回し、環境保全・労働安全衛生活動
の推進の為「安全・安心・信頼」を掲げ無
事故無災害の推進、環境影響を考慮し「よ
り良い製品・サービスの提供を通じて社会
に更なる貢献をすることを目指す」
●2020/4:《安全専一》標識・「四文字」商標登録

６．今日につづく 《安全専一》

6-1 古河機械金属(株)グループの
労働安全衛生施策

古河機械金属(株)
ＣＳＲ REPORT 2014より

地球環境

地域社会

従業員

お客様

取引先

株主
投資家

●基本的な安全に対する考え方・対策
⑴ 安全に対する前提の再認識
⑵ ゼロ災害の継続的な推進
⑶ 安全を実現する為の積極的な意識保持

三職階層の活動の明確化
①トップの経営姿勢⇒自ら安全活動の提唱
②ライン化の徹底⇒監理監督者の率先実践
③職場での自主活動の活性化⇒KY・HH活動



6-2 株式会社ＡＤＥＫＡの安全活動

● ＣＳＲレポート2019年(p30)

『 小田川の《安全専一》のＤＮＡを連綿と受け継ぎ、

2003年にＡＤＥＫＡ独自の概念として

労働・環境・品質・設備の安全活動を混然一体として有機的に
“４つの安全”と提唱し活動を始めた』 と記している。

(株)ＡＤＥＫＡの源流は足尾鉱業所、1917年古河から独立し今日に至る。

➡ 109年前の小田川所長の志が
今日の新しい時代に、新たな形で脈々と流れ続けている

NPOリスクセンス研究会 16安全工学シンポジウム2021

【古河グループ】 古河機械金属(株) 古河電気工業(株) (株)ＡＤＥＫＡ 横浜ゴム(株)
富士電機（株） 日本軽金属ＨＤ（株） 日本ゼオン（株） 朝日生命保険相互会社 （株）みずほＦ

いつも心に「安全専一」



【 参考・引用文献 】
⑴「鑛夫之友」: 古河合名会社 足尾鑛業所 創刊号～334号(1913～1942)
⑵ 保安心得書「安全専一」: 古河合名会社 足尾鑛業所（1915）
⑶「安全第一」安全第一協会発行 第一巻第2号(【不二出版・復刻版2007年11月】

5 ⑷ 古河鉱業株式会社 創業100年史 (1971年3月)
⑸ 小田川雅朗「足尾銅山・小田川全之『鑛夫之友』『安全専一』から学ぶ」

化学経済 6月号（2016）化学工業日報社
⑹ 久能正之「今日の安全活動について」化学経済、6月号（2016）化学工業日報社
⑺ 小田川雅朗 安全工学シンポジウム2016 講演予稿集(OS7-2 p156-159)
⑻ 小田川他共著「産業安全活動 二つの源流」化学工業日報社 2016/9
⑼ 小田川雅朗 安全工学シンポジウム2017 講演予稿集(OS-11-3 p224-227)

17
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ご 清 聴 頂 き 有 難 う ご ざ い ま し た
小 田 川 雅 朗

【謝 辞】本研究では、古河機械金属(株)様、日光市足尾町在住の角田重明
様より「鉱夫之友」「安全専一」に関する多くの原情報のご提供を戴けま
したことに、感謝いたします。

古河掛水倶楽部にて
安全標識板と発表者

2014年
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